
いま早急に求められる安全対策

現場調査用システムを
使った点検のご提案

ブロック塀の緊急調査！！
タブレットの効果とは？

平成３０年６月１８日に発生した大阪府北部を震源とする地震による塀の倒壊被害を受け、現在国土交通省は
学校設置者への安全点検、また一般の建築物も対象に、注意喚起を行うべく取り組みを始めています。
特に通学路などを優先するなど、自治体が公共施設だけでなく私有地への是正も求めていく動きが出ています。

防災対策
維持管理

（編：社団法人日本建築学会 材料施工委員会 組積工事
運営委員会 ブロック塀システム研究小委員会）

Q. 地図データはどうしたらいいの？

A. 国土地理院のオープンデータを利用するため、図面の費用もかかりません。
点検データはExcelのリストや帳票で出力できます。

Q. 専用のソフトは買えない！

A. 調査票の切り替えが行えるため、ブロック塀の調査と密接な通学路や
空家調査など他の点検業務にも活用でき、ソフトが無駄になりません。



外観点検で問題が発見された場合、専門家の協力を得て、補修方法を検討していく必要があります。
また将来的に、現在問題のないブロック塀の老朽化を考慮した対策も課題になります。
そのためには、第一段階で把握した外観目視による点検結果やその分布をデータで管理することが
有効です。

データ化のメリット
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※お使いのExcelの帳票に対応できます。

※自治体独自の項目にも対応可能です、お問い合わせください。

※MS-Excelは米国Microsoft Corporationの登録商標です


